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子音ペア N Mean SD CI N Mean SD CI
st,zd 22 1.19 0.21 1.400.99 10 1.09 0.17 1.260.91
t,d 22 0.80 0.19 0.990.61 10 0.93 0.27 1.200.66
s,z 22 －0.16 0.34 0.18－0.50 10 －0.27 0.26 －0.01－0.53
































子音ペア N Mean SD CI N Mean SD CI
ss,zz 22 －0.82 0.18 －0.64－1.00 10 －0.76 0.17 －0.60－0.93
, 22 －0.48 0.26 －0.23－0.74 10 －0.58 0.23 －0.35－0.81































子音ペア N Mean SD CI N Mean SD CI
ss 22 －0.84 0.22 －0.62－1.07 10 －0.81 0.19 －0.62－1.00
zz 22 －0.79 0.24 －0.55－1.03 10 －0.72 0.19 －0.53－0.91
 22 －0.48 0.33 －0.15－0.81 10 －0.62 0.30 －0.32－0.92
 22 －0.49 0.30 －0.19－0.78 10 －0.54 0.19 －0.35－0.73
ff 22 －0.34 0.42 0.09－0.76 10 －0.76 0.14 －0.62－0.90
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Same試行の結果も同様にまとめた結果が図3である。いずれのペアにおいても類似度判定値に話者
の母語による大きな差は見られなかった。全てのペアで判定値は低く，同一の単語が2度提示された場
合，それらの2音を似ていると判定したことがわかる。より詳細に結果を分析するため，図4に示した
ように，有声・無声の子音に分けてSame試行の類似度判定を比較を行った。その結果，ほとんどの
ペアで日本語母語話者と中国語母語話者の間に有意な差は認められなかった。しかし，唯一，ffの類
似度判定には有意差が見られた ・t・・3.11,df・30,p・.004,d・1.36・。中国語母語話者は日本語
話者に比べ，異なる話者による［f］の知覚では，話者間の音響的な差を有意に小さく判定する傾向に
あった。
この［f］のSame試行における差は中国語と日本語の母語の音素カテゴリーの違いによるものであ
ろう。中国語では母語に /f/が音素として存在する（しかし，/v/は存在しない）。そのため，中国語
母語話者は同じ唇歯摩擦音であっても無声唇歯摩擦音においてのみ，日本語母語話者より有意に「似て
いる」という判定をした。しかし，有声音では中国語話者においてもカテゴリー形成が成されていない
ため，話者間の音響的な違いが大きく影響を与え，判定値が大きく出た（つまり，より「似ていない」
と判定された）と考えられる。
本実験にて得られた結果はCATMにて提唱されたカテゴリーの抑制効果を支持するものである。中
国語にてカテゴリー形成が成されている/f/のSame試行においては，話者間の違いは抑制されていた
と解釈できる。一方，/f/の有声音である /v/のSame試行においては，その調音点と調音法が同じ
であるにもかかわらず，話者間の違いは抑制されず，類似度判定により大きな影響を与えていた。
4．ま と め
本論文では，母語の音韻システムが，特に低次の音声知覚にどのような影響を与えるのか調査するた
め，また，CATMが提唱するカテゴリー形成による音響手がかりの抑制効果が見られるのかどうかを
調査するため，音韻目録が異なる日本語・中国語母語話者を対象に類似度判定タスクを用いた実験を行っ
た。
異なる2語を提示したDifferent試行において，日・中両方の言語で音素カテゴリーが存在しない歯
間摩擦音は，話者のL1に関わらず，摩擦音と似ていると判定された。一方で，歯間摩擦音（［,］）
と唇歯摩擦音（［f,v］）の類似度判定では，/f/を母語の音素として持つ中国語母語話者は，2音の類似
度を低く判定した。これらの結果は，母語に音素カテゴリーが存在する場合としない場合では，2音を
混同する度合いに差が生じることを示唆するものである。
中国語話者は，母語に音韻カテゴリーが存在しない［v］のSame試行では，日本語話者と同様に，
類似度を高く判定する傾向があった。一方，母語に音韻カテゴリーが存在する［f］のSame試行では，
日本語話者よりも類似度を高く，つまり似ていると判定した。この結果は，CATMによる抑制効果を
支持するものである。
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PerceptionofEnglishFricatives
byChineseandJapaneseL1Speakers
TakakoKAWASAKIandKuniyoshiTANAKA
Abstract
ItiswidelyknownthatL1phonologicalandphoneticstructureimpactonL2perceptionand
production.ThisstudyinvestigatedhowL1influencesthelowerlevelofspeechperceptionby
comparingsimilarityjudgmentofEnglishfricativesbyJapaneseandChinesenativespeakers.In
addition,weinvestigatedwhethertheresultsofChineseandJapanesenativespeakers・speech
perceptionsupportedCATM・sproposal― theuseofacousticcuesthatarenotneededforpho-
nemedistinctionisinhibitedbythecompletionofphonemiccategory.Ourresultssuggestthat
L1phonemicinventoriesaffectsimilarityjudgments.Theresultsalsosupporttheinhibition
effectproposedbyCATM.
